
5-2

H27 H28 H29 H30 H31

1 ３回 ６回

2 ０回 ２回

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,856 千円）

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
□中間
■事後

事務区分
□自治
□法定受託

別紙２　　　　　　　事務事業評価（事後評価）シート　【平成２８年度】

主管課名（担当名） 水産振興課水産振興担当

事務事業名 沿岸漁業資源利活用研究事業 事業番号 12638

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

漁業者・水産加工業者

対象者の今後の予想 同程度

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 沿岸漁業の振興

施策目標 持続可能で魅力ある沿岸漁業を展開するまち

目標値
（H32）

目標値
（H37）

有識者検討会議の開催回数

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

根室半島の沿岸域について、より有効的な利活用を図るために、底質改善・浚渫などによる新たな
漁場の可能性、漁法、魚種、海洋環境、資源管理などあらゆる視点から根本的な構造転換を模索
し、加工・流通も含め一体となった地域の底上げを図るため、当市沿岸漁業の目指すべき将来像で
ある「根室市沿岸漁業資源利活用ビジョン」を策定。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

沿岸資源の維持・増大のみならず、未利用の水域や水産資源に新たな可能性を見出し付加するこ
と、また、地域を代表する水産物のさらなる高付加価値化を進めることに加え、持続可能な生産体
制を確固たるものとするための沿岸漁業の担い手対策を一体的に取組む。

３　事務事業の現状

講演会の開催回数

事業費　（＝下記内訳計）

H28予算 H28決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値

H29予算

4,379 4,142 0

国道支出金

地方債

7,856 7,856 0

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 12,235 11,998 0

一般財源 4,379 4,142 0

人員（人工） 1.00 1.00

内

訳 その他

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値）

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）



４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　■検討していない

見直しの内容など

今後の動向・市民ニーズなど 沖合漁業が縮減されている中、沿岸漁業資源を利活用した事業展開は、かなりニーズがある。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

現状ではない

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

現状ではない

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

「根室市沿岸漁業資源利活用ビジョン」に掲げる水産都市根室の基幹を担う市民産業としてのいき
いきとした生産体制の確立に向け、「沿岸漁業資源の維持増大対策」「沿岸漁業資源の高付加価値
化対策」「沿岸漁業の担い手対策」の方策を掲げ、それぞの対策に沿った事業を展開していく。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

「根室市沿岸漁業資源利活用ビジョン」の策定にあたり、学識者、漁業関係者などの意見集約が事
業のウエイトを占めていることから、市が中心となり実施すべき事業である。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
■完了

作成年月日 平成29年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

■ある　　□一部ある　　□ない

「根室市沿岸漁業資源利用ビジョン」に掲げる沿岸漁業資源の高付加価値化対策の、「水産物のブ
ランド化に向けた取組み」などは、ねむろ水産物普及推進協議会における、各種商談会への出展に
よるＰＲ活動の他、効果的な販売促進戦略の検討及びブランド商品開発の促進に向けた支援対策
などタイアップできる要素はある。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある



5-2

H27 H28 H29 H30 H31

1 １箇所 １箇所 １箇所 ５箇所 ５箇所

2

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,856 千円）

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
□中間
■事後

事務区分
□自治
□法定受託

別紙２　　　　　　　事務事業評価（事後評価）シート　【平成２８年度】

主管課名（担当名） 水産振興課水産振興担当

事務事業名 北方領土隣接地域振興等推進費補助事業 事業番号 12372

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

漁業者

対象者の今後の予想 同程度

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 沿岸漁業の振興

施策目標 持続可能で魅力ある沿岸漁業を展開するまち

目標値
（H32）

目標値
（H37）

整備要望する数

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

落石漁港製氷施設整備
（安全・安心な根室産水産物の供給体制を整備するために漁港施設の機能強化を図る。）

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

安全安心な根室産水産物の供給体制を整備することで、地域で水揚げされる水産物の品質衛生
（高鮮度・低温保持）管理レベルの向上が図られる。

３　事務事業の現状

事業費　（＝下記内訳計）

H28予算 H28決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値

H29予算

8,200 8,100 0

国道支出金 8,200 8,100

地方債

2,592 2,592 0

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 10,792 10,692 0

一般財源 0 0 0

人員（人工） 0.33 0.33

内

訳 その他

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値）

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）



４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　■検討していない

見直しの内容など

今後の動向・市民ニーズなど 当市の基幹産業である水産業に繋がる案件であるため、市民ニーズは高い。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

現状ではない

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

現状ではない

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

当該事業により、水産物の品質衛生管理レベルの向上が図られ、消費者の求める新鮮な水産物を
供給
することが期待される。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

国庫補助金等の諸事務、国道との連絡体制等を考慮すると、市が中心となり事業を進める必要が
ある。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
■完了

作成年月日 平成29年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

現状ではない

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある



５－２

H27 H28 H29 H30 H31

1 - 176t - 15,000t 15,000t

2

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,856 千円）

重点プロジェクト □該当　　■非該当 評価時期
□中間
■事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙２　　　　　　　事務事業評価（事後評価）シート　【平成28年度】

主管課名（担当名） 水産振興課（水産指導担当）

事務事業名 ホタテ漁場造成事業 事業番号 12609

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

漁業者、漁業協同組合

対象者の今後の予想 減少

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 沿岸漁業の振興

施策目標 持続可能で魅力ある沿岸漁業を展開するまち

目標値
（H32）

目標値
（H37）

ホタテガイ生産量

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

新規ホタテ漁場の海底耕うんの実施

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

ホタテガイの安定的な生産体制の構築のため、海底耕うんによる底質改善を実施し、ホタテガイの
生息に適した環境を早期に創出する。

３　事務事業の現状

事業費　（＝下記内訳計）

H28予算 H28決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値

その他 3,179,219

H29予算

285,289,000 4,579,219

国道支出金 1,400,000

地方債

6,520 6,520 0

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 285,295,520 4,585,739 0

一般財源 285,289,000 0 0

人員（人工） 0.83 0.83

内

訳

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値）

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）



４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　■見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など 予算を平成29年度に繰越とし、北洋サケ・マス対策事業に組み込み、一体的に事業を実施する。

今後の動向・市民ニーズなど 北洋サケ・マス対策事業として実施する。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

特にない。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

特にない。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

□結びついている　　■一部結びついている　　□結びついていない

一部結びついている。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

■可能　　□一部可能　　□不可能

漁業協同組合等が実施している。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
■見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　■統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成29年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

■ある　　□一部ある　　□ない

北洋サケ・マス対策事業として実施する。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

■ある　　□検討の必要性がある　　□ない　　□既に負担がある

漁業協同組合の負担を予定している。


